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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成21年5月7日(2009.5.7)

【公開番号】特開2007-262472(P2007-262472A)
【公開日】平成19年10月11日(2007.10.11)
【年通号数】公開・登録公報2007-039
【出願番号】特願2006-87940(P2006-87940)
【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｃ  14/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｃ  14/06    　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月25日(2009.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材と、この基材表面に窒素以外の不活性ガス雰囲気下で形成された、Ｔｉ原子の含有
率が膜厚方向に一定であるＴｉ被膜と、このＴｉ被膜上に形成された、Ｎ原子の含有率が
膜厚方向に勾配を有するＴｉＮ傾斜被膜と、このＴｉＮ傾斜被膜上に形成された、Ｔｉ原
子およびＮ原子の含有率が膜厚方向に一定であるＴｉＮ被膜と、このＴｉＮ被膜上に形成
された、Ａｕ原子の含有率が膜厚方向に勾配を有するＡｕ－ＴｉＮ混合傾斜被膜と、この
Ａｕ－ＴｉＮ混合傾斜被膜上に形成された、Ａｕ原子、Ｔｉ原子およびＮ原子の含有率が
膜厚方向に一定であるＡｕ－ＴｉＮ混合被膜と、このＡｕ－ＴｉＮ混合被膜上に形成され
た、Ａｕ原子の含有率が膜厚方向に一定であるＡｕ被膜またはＡｕ合金被膜とを有し、
　該Ａｕ被膜またはＡｕ合金被膜の膜厚が、０.００５～０.１μｍである
ことを特徴とする金色装飾品。
【請求項２】
　Ａｕ－ＴｉＮ混合傾斜被膜において、Ａｕ原子の含有率がＴｉＮ被膜からＡｕ－ＴｉＮ
混合被膜への膜厚方向に対して増大することを特徴とする請求項１に記載の金色装飾品。
【請求項３】
　金およびチタン以外の金属原子を含まないＡｕ－ＴｉＮ混合傾斜被膜において、Ａｕ原
子の含有率が２～１０原子％／０．００１μｍの割合で増大することを特徴とする請求項
１に記載の金色装飾品。
【請求項４】
　Ａｕ－ＴｉＮ混合傾斜被膜において、Ａｕ原子が金およびチタン以外の金属原子と合金
を形成し、Ａｕ原子と金およびチタン以外の金属原子との合計含有率が２～１０原子％／
０．００１μｍの割合で増大することを特徴とする請求項２に記載の金色装飾品。
【請求項５】
　Ａｕ－ＴｉＮ混合被膜中のＡｕ原子が金およびチタン以外の金属原子と合金を形成し、
該Ａｕ－ＴｉＮ混合被膜上にＡｕ合金被膜が形成していることを特徴とする請求項４に記
載の金色装飾品。
【請求項６】
　ＴｉＮ傾斜被膜において、Ｎ原子の含有率がＴｉ被膜からＴｉＮ被膜への膜厚方向に対
して増大することを特徴とする請求項１に記載の金色装飾品。
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【請求項７】
　ＴｉＮ傾斜被膜において、Ｎ原子の含有率が４～１２原子％／０．１μｍの割合で増大
することを特徴とする請求項３に記載の金色装飾品。
【請求項８】
　Ｔｉ被膜の膜厚が０．１～０．５μｍであり、
　ＴｉＮ傾斜被膜とＴｉＮ被膜との合計膜厚が０．５～２．０μｍであり、かつ該合計膜
厚に対するＴｉＮ傾斜被膜の膜厚の割合が１０～６０％の範囲にあり、
　Ａｕ－ＴｉＮ混合傾斜被膜の膜厚とＡｕ－ＴｉＮ混合被膜との合計膜厚が０．００５～
０．１μｍであり、かつ該合計膜厚に対するＡｕ－ＴｉＮ混合傾斜被膜の膜厚の割合が１
０～９０％の範囲にあり、
　Ａｕ被膜またはＡｕ合金被膜の膜厚が０．００５～０．１μｍであることを特徴とする
請求項１～７のいずれか一項に記載の金色装飾品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明に係る金色装飾品は、基材と、この基材表面に窒素以外の不活性ガス雰囲気下で
形成された、Ｔｉ原子の含有率が膜厚方向に一定であるＴｉ被膜と、このＴｉ被膜上に形
成された、Ｎ原子の含有率が膜厚方向に勾配を有するＴｉＮ傾斜被膜と、このＴｉＮ傾斜
被膜上に形成された、Ｔｉ原子およびＮ原子の含有率が膜厚方向に一定であるＴｉＮ被膜
と、このＴｉＮ被膜上に形成された、Ａｕ原子の含有率が膜厚方向に勾配を有するＡｕ－
ＴｉＮ混合傾斜被膜と、このＡｕ－ＴｉＮ混合傾斜被膜上に形成された、Ａｕ原子、Ｔｉ
原子およびＮ原子の含有率が膜厚方向に一定であるＡｕ－ＴｉＮ混合被膜と、このＡｕ－
ＴｉＮ混合被膜上に形成された、Ａｕ原子の含有率が膜厚方向に一定であるＡｕ被膜また
はＡｕ合金被膜とを有し、該Ａｕ被膜またはＡｕ合金被膜の膜厚が、０.００５～０.１μ
ｍであることを特徴とする。
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